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新
年
ご
挨
拶

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

被
保
険
者
な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。ま
た
、日
頃
よ
り
当
健
康
保
険
組
合
の
事
業
運
営
に
多
大

な
る
ご
協
力
と
ご
理
解
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、昨
年
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
ま
し
て
は
、東
京
工
業
大

学
の
大
隅
良
典
栄
誉
教
授
が
、「
自
食
作
用（
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
）と

い
う
細
胞
内
の
仕
組
み
の
解
明
」
の
研
究
で
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生

理
学
賞
を
受
賞
し
、
日
本
は
３
年
連
続
で
い
ず
れ
も
サ
イ
エ
ン
ス

分
野
で
の
受
賞
と
い
う
、
科
学
立
国
と
し
て
の
輝
か
し
い
偉
業
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。ま
た
、８
月
に
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
が

開
催
さ
れ
、日
本
は
歴
代
最
高
の
41
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、次
回

の
東
京
開
催
に
向
け
て
国
民
の
期
待
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
年
と
な

り
ま
し
た
。今
年
は
３
年
後
に
迫
っ
た
東
京
五
輪
に
、世
界
か
ら
の

注
目
を
集
め
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
う
し
た
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
る
な
か
、
健
康
保
険
組
合
を

取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た「
平
成
27
年
度
医
療
費
の
動
向
」に
よ
る

と
、概
算
医
療
費
は
、１
・
５
兆
円
増
加
し
て
過
去
最
高
の
41
・
５

兆
円
と
な
り
ま
し
た
。高
齢
化
の
進
展
や
医
療
技
術
の
高
度
化
に

加
え
、
高
額
な
薬
剤
の
保
険
適
用
が
相
次
い
だ
こ
と
等
の
影
響
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
で
、
平
成
27
年
度
決
算
見
込
み
に
お
け
る
健
康
保
険
組
合

全
体
の
収
支
は
２
年
連
続
黒
字
と
な
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
は
多
く

の
健
康
保
険
組
合
が
保
険
料
率
を
引
き
上
げ
た
こ
と
等
の
影
響
に

よ
る
も
の
で
、健
保
財
政
が
改
善
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
拠
出
金
は
、
今
後
増
え
続
け
る
こ
と
は
確

実
で
あ
り
、平
成
29
年
度
か
ら
は
、後
期
高
齢
者
支
援
金
の
計
算
方

法
の
変
更（
総
報
酬
割
拡
大
）に
と
も
な
っ
て
、
健
康
保
険
組
合
の

負
担
は
さ
ら
に
増
え
る
見
込
み
で
す
。ま
た
、平
成
28
年
10
月
か
ら

導
入
さ
れ
た
短
時
間
労
働
者
へ
の
適
用
拡
大
に
よ
る
影
響
も
看
過

で
き
な
い
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
現
状
で
は
あ
り
ま
す
が
、
平
成
28
年
度
の

当
健
康
保
険
組
合
の
事
業
運
営
は
、
事
業
所
編
入
に
よ
る
被
保
険

者
数
の
増
、加
入
事
業
所
の
給
与
・
賞
与
支
給
額
の
好
転
に
よ
っ
て
、

保
険
料
収
入
額
が
増
加
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、
一
方
支
出

面
で
も
、保
険
給
付
費
の
伸
び
率
の
鈍
化
や
、納
付
金
等
の
拠
出
額

が
平
成
26
年
度
精
算
分
の
発
生
に
よ
っ
て
減
少
し
、
収
支
は
改
善

傾
向
に
あ
り
ま
す
。し
か
し
、
景
気
の
先
行
き
が
不
透
明
な
中
、
今

後
も
賃
金
・
賞
与
の
伸
び
が
続
く
の
か
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、団
塊
世
代
の
高
齢
化
に
伴
う
高
齢
者
医
療
費
の
増
大
、後
期
高

齢
者
支
援
金
の
全
面
総
報
酬
割
に
よ
る
支
援
金
・
納
付
金
負
担
が

さ
ら
に
重
く
な
る
こ
と
、
高
齢
化
に
加
え
て
医
療
技
術
の
進
歩
に

よ
る
高
額
な
治
療
・
薬
剤
の
影
響
等
、
こ
れ
か
ら
の
支
出
増
に
見

合
っ
た
保
険
料
収
入
確
保
が
、
今
後
は
難
し
く
な
っ
て
い
く
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

当
健
康
保
険
組
合
で
は
引
き
続
き
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
念
頭

に
、デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
推
進
し
、実
効
性
の
あ
る
保
健
事
業
を
、

事
業
主
と
連
携
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。さ
ら
に
医
療
費
の

適
正
化
の
た
め
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進
、
柔
道
整

復
師（
整
骨
院
・
接
骨
院
）で
の
施
術
内
容
確
認
な
ど
、
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
保
健
事
業
を
本
年
も
積
極
的

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
が
健
や
か
な
一
年
を
過
ご
さ
れ

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

理
事
長
　
沼
田

　亘

大
阪
府
建
築
健
康
保
険
組
合

・
生
島

　宣
幸

・
岩
田

　恵
二

・
岡
本

　弘
之

・
尾
崎

　克
哉

・
兼
塚

　卓
也

・
川
上

　耕
司

・
桐
野

　正
晴

・
近
藤

　洋
史

・
志
摩

　宣
彦

・
杉
原    

繁

・
大
道

　啓
一

・
髙
垣

　久
夫

・
瀧
澤

　正
弘

・
竹
田

　秀
道

・
田
中

　健
一

・
寺
嶋

　隆
男

・
長
見

　隆
重

・
沼
田    

亘

・
原

　
　恭
平

・
久
田

　惠
士

・
深
尾

　元
詞

・
藤
木

　玄
三

・
陸
田

　信
彦

・
山
本

　佳
広

・
横
田

　友
行

・
吉
田

　敏
昭

役員一同（アイウエオ順）本年もどうぞよろしく
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次
世
代
へ
安
心
・
納
得
の
確
保
を
！

決

　
　議

　
日
本
が
世
界
に
誇
る
国
民
皆
保
険
制
度
は
今
、超
高
齢
社
会
を
迎
え
、そ
の
存
続
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
行
す
る
わ
が
国
の
高
齢
化
は
、
国
民
医
療
費
の
約
６
割
を
占
め
る
高
齢
者

医
療
費
の
増
加
に
拍
車
を
か
け
、
そ
の
負
担
が
現
役
世
代
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
。

　
こ
の
過
重
な
費
用
負
担
に
よ
り
、
健
康
保
険
組
合
も
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
、
今
ま
さ
に
存

亡
の
危
機
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
保
険
料
率
の
引
き
上
げ
で
対
応
し
て
き
た
が
、
被
保
険
者
１
人
当
た
り

の
年
間
保
険
料
は
現
行
の
高
齢
者
医
療
制
度
創
設
以
降
、
約
10
万
円
も
増
加
し
、
負
担
は
も
は
や
限
界

に
達
し
て
い
る
。

　
皆
保
険
制
度
を
持
続
性
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
が
不
可
欠
か
つ
急
務

で
あ
る
。
平
成
29
年
４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
は
２
年
半
延
期
さ
れ
る

が
、
消
費
増
税
の
動
向
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
な
財
源
を
確
保
し
、
公
費
拡
充
を
は
じ
め
と
す
る
高
齢

者
医
療
費
の
負
担
構
造
改
革
を
早
期
に
実
現
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
改
革
の
早
期
実
現
と
と
も
に
、
全

面
総
報
酬
割
等
に
伴
う
負
担
軽
減
措
置
の
確
実
な
実
施
と
更
な
る
拡
充
、
短
時
間
労
働
者
の
適
用
拡
大

に
伴
う
負
担
増
に
対
す
る
激
変
緩
和
措
置
な
ど
、
健
康
保
険
組
合
の
安
定
運
営
に
向
け
た
十
分
な
財
政

支
援
を
強
く
求
め
る
。

　
健
康
保
険
組
合
は
、
自
主
・
自
立
の
特
性
を
生
か
し
、
事
業
主
と
の
連
携
の
も
と
、
加
入
者
の
実
態

に
沿
っ
た
き
め
細
か
い
健
康
保
持
・
増
進
、
疾
病
予
防
な
ど
の
効
果
的
な
保
健
事
業
の
推
進
や
、
医
療

費
適
正
化
に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
な
ど
、
優
れ
た
保
険
者
機
能
を
発
揮
し
て
、
国
民
皆
保
険
制

度
の
け
ん
引
役
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
や
健
康
経
営
な
ど
健
康
長
寿
社
会
の
実
現
へ
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
全

国
約
３
、０
０
０
万
人
の
加
入
者
の
健
康
を
守
り
、
皆
保
険
制
度
の
中
核
と
し
て
、
そ
の
維
持
・
発
展
に

使
命
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
所
存
で
あ
る
。

　
国
民
の
安
心
確
保
に
向
け
、
皆
保
険
制
度
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
ま
た
現
役
世
代
が
納
得
で

き
る
制
度
の
実
現
を
期
し
、
わ
れ
わ
れ
健
康
保
険
組
合
は
次
の
事
項
を
組
織
の
総
意
を
も
っ
て
こ
こ
に

決
議
す
る
。

一
、
高
齢
者
医
療
費
の
負
担
構
造
改
革
の
早
期
実
現

一
、
皆
保
険
の
堅
持
に
向
け
た
健
保
組
合
の
維
持
・
発
展

一
、
実
効
あ
る
医
療
費
適
正
化
対
策
の
確
実
な
実
施

一
、
現
役
世
代
が
納
得
で
き
る
介
護
保
険
制
度
の
実
現

平
成
28
年
11
月
29
日

　改
革
の
早
期
実
現
！

　次
世
代
へ
安
心
・
納
得
の
確
保
を
！

平
成
28
年
度
健
康
保
険
組
合
全
国
大
会

　
健
保
連
（
健
康
保
険
組
合
連
合
会
）
は
、

去
る
11
月
29
日
、
東
京
・
丸
の
内
の
東
京

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
全
国
の
健
保

組
合
の
職
員
や
与
野
党
議
員
な
ど
関
係
者

を
集
め
、
平
成
28
年
度
健
康
保
険
組
合
全

国
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
基
調
演
説
を
行
っ
た
健
保
連
の
大
塚
陸

毅
会
長
は
、
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
介

護
納
付
金
の
総
報
酬
割
導
入
に
つ
い
て「
現

役
世
代
へ
さ
ら
な
る
負
担
の
増
加
を
強
い

平
成
28
年
度
健
康
保
険
組
合
全
国
大
会

る
改
悪
案
だ
」
と
指
摘
し
、
介
護
保
険
制

度
の
創
設
時
の
理
念
に
立
ち
返
っ
て
保
険

料
負
担
の
あ
り
方
を
議
論
す
べ
き
と
述
べ
、

安
易
な
介
護
納
付
金
の
総
報
酬
割
導
入
に

は
断
固
反
対
と
訴
え
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
「
改
革
の
早
期
実
現
！
　
次

世
代
へ
安
心
・
納
得
の
確
保
を
！
」
と
銘

打
ち
、
下
記
の
４
つ
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
掲
げ
た
決
議
が
全
健
保
組
合
の
総
意
と

し
て
採
択
さ
れ
、
医
療
保
険
制
度
を
超
高

齢
社
会
に
耐
え
得
る
仕
組
み
に
改
革
す
る

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

健康保険、みらいのために、今、変えよう。

あしたの健保プロジェクトに
参加しよう！

WEBサイトで
健康保険の不健康状態を
知ってください！

改
革
の
早
期
実
現
！
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市販薬に
ついて

特別に

減税が受けられる制度（　　  ）が
できました

医療費控除
の特例

　平成29年1月から、薬局やドラッグストアなどで特定の成分を含んだ市販薬の
購入について、医療費控除の特例（セルフメディケーション税制）が受けられるよう
になりました＊。平成30年（平成29年分として）から確定申告できますので、今から
レシートを保管しておきましょう。
＊平成33年分までの5年間の減税措置。＊セルフメディケーション税制については、日本一般用医薬品連合会ホームページ

 （http://www.jfsmi.jp）をご覧ください。

市販薬を購入したときは
レシートを保管 しておきましょう

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

医
療
と
い
う
資
源
を
大
切
に
使
う

高
齢
化
な
ど
の
要
因
で
医
療
費
の
増
加
が
続
き
、
健

康
保
険
の
財
政
状
況
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
「
国
民
皆

保
険
」
を
維
持
す
る
た
め
に
は
医
療
費
を
節
約
し
、
適

正
化
す
る
意
識
が
必
要
で
す
。

政
府
は
医
療
費
適
正
化
対
策
に
向
け
て
、
「
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
W
H
O
（
世
界
保
健
機

関
）
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
「
自
分
自
身
の
健
康
に
責
任

を
持
ち
、
軽
度
な
身
体
の
不
調
は
自
分
で
手
当
て
す
る

こ
と
」
を
意
味
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
医
療
に
依
存
せ
ず

に
自
分
で
自
分
の
健
康
を
守
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

す
。こ

れ
は
単
に
「
医
療
機
関
を
受
診
し
な
い
で
自
分
で

市
販
薬
を
購
入
し
て
使
え
ば
い
い
」
と
い
う
意
味
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
重
要
な
の
は
自
分
の
健
康
に
関
心
を
持

つ
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
規
則
正
し
い
生
活
で
体
調
を

整
え
て
病
気
に
な
り
に
く
い
体
に
し
た
り
、
健
診
な
ど

で
自
分
の
内
臓
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
も
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
含
ま
れ
ま
す
。

そ
う
し
た
日
頃
か
ら
の
病
気
予
防
の
取
り
組
み
を

行
っ
た
上
で
、
医
療
や
薬
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
医
師
や
薬
剤
師
な
ど
の
専
門
家
と
相
談
し
て
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、
軽
い
症
状
に
対
し
て
は
自
分

の
責
任
で
市
販
薬
を
用
い
て
対
処
す
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
症
状
の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め

に
、
必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
医
療
機
関
を
受
診
で
き
る

こ
と
も
立
派
な
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

日
本
は
、
「
誰
で
も
自
由
に
ど
こ
の
医
療
機
関
で
も

安
価
に
受
診
で
き
る
」
と
い
う
優
れ
た
医
療
保
険
制
度

の
恩
恵
に
よ
り
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
長
寿
国
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
気
軽
に
安
価
で
受
診
で
き
る
か

ら
こ
そ
、
軽
い
症
状
で
医
療
機
関
を
受
診
し
た
り
、
逆

に
健
診
の
結
果
が
悪
い
状
態
を
放
置
し
て
生
活
習
慣
病

が
悪
化
し
て
か
ら
医
療
機
関
を
受
診
す
る
な
ど
、
医
療

に
頼
り
切
っ
て
自
分
の
体
を
自
分
で
守
る
と
い
う
意
識

が
薄
れ
て
し
ま
っ
て
は
問
題
で
す
。

ま
ず
は
自
分
で
自
分
の
健
康
を
守
る
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
行
い
、
も
し
も
の
と
き
に
は

必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
必
要
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
を

徹
底
し
て
、
医
療
と
い
う
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
使

い
た
い
も
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
医
療
費
を
適
正
な

形
で
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
結
果
的
に
健
康
保

険
及
び
国
民
皆
保
険
の
維
持
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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ご存知ですか？「お薬手帳」
「お薬手帳」いつ、どこで、どんなお薬を処方してもらったかを記録しておく手帳のことです。
「お薬手帳」を持参していない場合は、薬局で一部負担金を10～40円※多く払うことになります。

※一部負担割合1～3割による。

医療機関にかかる時
　医療機関にかかる時は、「お薬手帳」を持っていきましょう。
薬の重複、飲み合わせ、副作用の防止に役立ちます。

　薬局でお薬や健康食品を購入する時も「お薬手帳」を持って
いきましょう。飲み合わせ、食べ合わせの管理ができます。

旅行の時
　旅行する時は「お薬手帳」を持っていきましょう。旅先で病気
になった時に携帯していれば安心です。

「お薬手帳」持参で40円の節約ができます
　薬局で無償配付される「お薬手帳」は、薬の服用履歴、アレルギーの有無等、医療関係者が薬を処方する際に必要な情報を記載す
る手帳です。この「お薬手帳」に服用履歴を記載する際の料金が、持参している場合と、持参していない場合では異なります。
　調剤報酬の算定は、「お薬手帳」を持参していると38点（380円）、持参していないと50点（500円）で、自己負担が3割の方なら40
円（差額120円×30％＝36円は四捨五入され、40円）負担が増えます（2割の方：20円、1割の方：10円）。
　健康保険組合は自己負担以外の部分を支払いますので、自己負担3割の方の場合は80円多く薬局に支払うことになります。当健
康保険組合の調剤レセプトは年間で約7万件です。全件が「お薬手帳」を持参していない場合は、560万円も多く薬局へ支払うこと
になります。

災害に遭遇した時
　災害により医療機関や薬局、カルテや薬歴等の「医療イン
フラ」が大きな被害を受けた時は、「お薬手帳」の活用により、
スムーズに医薬品が供給され、適切な医療を受けることがで
きるようになります。もしもの時にも「お薬手帳」があれば安
心です。

いろいろ役立つ「お薬手帳」
薬局で薬や健康食品を購入する時

「被扶養者資格確認届」ご提出のお願いについて

◎主として被保険者の収入によって生計を維持されている方
「主として生計維持」されている状態とは、生活に必要な費用が主として被保険者によって賄われている状態、被保険者の得
る収入によって対象者の暮らしが成り立っている状態をいいます。

◎被保険者と同一世帯を条件としない人
　①配偶者（事実婚を含む）　②子・孫　③兄姉弟妹　④父母　⑤祖父母　⑥曾祖父母
※平成28年10月より、兄姉の認定における同一世帯の条件が廃止されました。

◎被保険者と同一世帯が条件となる人
　①前記以外の3親等内の親族（義父母等）　②事実婚の子・父母
◎収入のある被扶養者の場合
　年間収入が、将来に向かっての年間見込みで、130万円未満（60歳以上、又は障害厚生年金を受給できる程度の障害者の方
は180万円未満）である方が対象となり、
①同居の場合は、被保険者の年間収入の半分未満であること。
②別居の場合は、被保険者からの送金（援助）額より少なく、また、被保険者の収入・被扶養者の状況・対象者の収入等から見
　て、送金（援助）額が金額的に社会通念上妥当であること。
※ここでいう収入とは、給料（交通費等含む）・年金（遺族・障害年金等非課税の年金も含む）・健康保険の傷病手当金及び出
産手当金・雇用保険の基本手当等の給付金・株の配当や利子・家賃収入等全ての収入が対象となります。

※パート・アルバイト等で月収入が大きく変動する場合は、原則として直近3ヵ月の収入額を年間換算して判断します。
◎夫婦共同扶養の場合
　夫婦が共同で扶養している場合は、年間収入の多い方の被扶養者となり、年間収入が同程度の場合は、主として生計を維持
する方の被扶養者となります。

　厚生労働省通知により、被扶養者の認定状況確認を毎年実施することとされていますので、今年も家族を扶養してお
られる皆さまに「被扶養者確認届」の提出をお願いしています。健康保険組合への提出期限は「平成29年1月31日」で
すので、それまでに事業所のご担当者まで提出をお願いいたします。

被扶養者認定の範囲
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当
健
康
保
険
組
合
で
は
、
加
入
者
の
健
康
管
理
・
増
進
に

お
役
立
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
種
健
康
診
断
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

被
保
険
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
35
歳
以
上
の
被
扶
養
者

に
は
、「
生
活
習
慣
病
健
診
」
並
び
に
「
人
間
ド
ッ
ク
健
診
」

を
ご
受
診
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、40
歳
以
上
の
加
入
者
を
対
象
に
「
特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
受
診
状
況
は
、
被
保
険
者
１
０
、
６
０
８

名
に
対
し
、
受
診
者
数
は
９
、
９
７
５
名
で
、
受
診
率
は
94
・

０
％
で
、
昨
年
度
に
比
べ
て
０
・
７
％
増
加
し
ま
し
た
。

一
方
被
扶
養
者
（
35
歳
以
上
）
は
、４
、１
６
４
名
に
対
し
、

受
診
者
１
、
０
２
３
名
で
、
受
診
率
は
24
・
６
％
で
し
た
。

こ
ち
ら
も
昨
年
度
と
比
べ
て
１
・
７
％
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

未
受
診
の
方
が
75
％
近
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
が
現
状
で
す
。

（
表
①
参
照
））

各
種
健
康
診
断
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
事
業
所
並
び
に

個
人
宛
に
ご
案
内
を
お
送
り
し
て
い
る
他
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
ま
だ
健
診
を
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
い
ず
れ

か
の
健
診
を
選
択
し
ご
受
診
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
申
込

み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

当
組
合
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平
成
27
年
度
の

一
次
健
診
受
診
者
は
３
、
７
１
０
名
で
、
そ
の
内
の
約
30
％

に
あ
た
る
１
、
１
４
９
名
の
方
が
有
所
見
者
（
要
精
密
検
査

ま
た
は
要
治
療
）
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。（
表
②
参
照
）

さ
ら
に
検
査
結
果
を
分
析
し
ま
す
と
、
当
年
度
に
お
い
て

も
、
生
活
習
慣
病
と
さ
れ
る
血
圧
・
脂
質
（
中
性
脂
肪
・Ｌ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）・
血
糖
の
３
項
目
の
異
常
値
が
圧
倒
的

に
多
く
、
約
70
％
が
こ
の
３
項
目
で
有
所
見
（
要
精
密
ま
た

は
要
治
療
）
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
肝
機
能
に
つ

い
て
も
生
活
習
慣
病
に
起
因
し
た
所
見
が
ほ
と
ん
ど
で
、
こ

れ
を
加
え
る
と
若
干
の
改
善
が
見
ら
れ
る
も
の
の
約
80
％
の

方
が
有
所
見
者
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
血
圧
・
脂
質
・
血
糖
・

肝
機
能
の
項
目
を
重
複
し
て
有
所
見
と
診
断
さ
れ
た
方
が
約

30
％
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
と
言
っ
て
も
、
健
康
診
断
の
結
果

を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
人
が
い
ま
す
。

特
に
生
活
習
慣
病
に
起
因
す
る
血
圧
・
脂
質
・
血
糖
は
、

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
悪
化
し
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
等
を
発
症
し
、
最
悪
の
場

合
死
に
至
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
が
ん
検
診
等
で
は
、
早
期
発
見
し
治
療
を
始
め
る

こ
と
で
、
完
治
率
が
グ
ン
と
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

毎
年
健
康
診
断
を
受
診
し
、
ご
自
身
で
検
査
数
値
の
変
化

な
ど
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。
日
頃
か
ら
生
活
習
慣
の
見
直
し

や
軽
症
の
う
ち
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
な
ど
、
ご
自
身
で

健
康
管
理
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

健
診
結
果
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
や
ご
心
配
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、
積
極
的
に
受
診
さ
れ
た
健
診
機
関
ま
た
は
当
組
合
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度
の
特
定
健
診 （
40
歳
以
上
）
は
、対
象
者
１
０
、

２
８
６
名
の
う
ち
68
・
８
％
に
あ
た
る
７
、
０
８
１
名
の
方

が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。
受
診
率
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
当
組
合
が
掲
げ
た
平
成
27
年
度
の
目
標
（
79
・
０
％
）

に
は
ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。（
表
③
参
照
）

ま
た
、
健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
方
に
は
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
等
に
よ
る
特
定
保

健
指
導
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
は
該
当
者
１
、
６
５
８
名
の
う
ち
10
・
３
％
に

当
た
る
１
７
１
名
の
方
が
特
定
保
健
指
導
を
利
用
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
前
年
度
か
ら
継
続
さ
れ
て
い
る
方
を
含
め
最
終

評
価（
６
ヵ
月
後
）ま
で
終
え
ら
れ
た
方
は
１
８
２
名
で
し
た
。

（
表
④
参
照
）

特
定
保
健
指
導
は
、
ご
自
身
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
食

習
慣
や
運
動
習
慣
を
改
善
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
当
組

合
や
健
診
機
関
か
ら
案
内
が
あ
れ
ば
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

当
組
合
の
被
扶
養
者
の
受
診
率
は
依
然
低
迷
を
続
け
て
お

り
ま
す
。
受
診
率
ア
ッ
プ
に
向
け
て
、
今
年
度
も
ご
自
宅
に

特
定
健
康
診
査
の
ご
案
内
（
受
診
券
）
を
40
歳
以
上
の
対
象

者
宛
に
送
付
し
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
12
月
現
在
、
当
組
合

に
お
い
て
受
診
結
果
が
未
登
録
の
方
に
は
、
受
診
勧
奨
の
は

が
き
（
左
記
見
本
参
照
）
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
お
手
元
に

届
い
た
方
は
、
内
容
等
ご
確
認
の
う
え
ご
受
診
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　

(表①）健康診断受診状況

平成２7年度

平成２6年度

平成２5年度

対象者数
受診者数
受診率
対象者数
受診者数
受診率
対象者数
受診者数
受診率

10,608名
9,975名
94.0％

10,743名
10,026名
93.3％

10,599名
9,767名
92.2％

4,164名
1,023名
24.6％
4,191名
961名
22.9％
4,271名
865名
20.3％

被保険者
14,772名
10,998名
74.5％

14,934名
10,987名
73.6％

14,870名
10,632名
71.5％

合　計被扶養者(35歳以上）

（表②）精密検査受診状況（大阪府建築健康保険組合健康管理センター）

3,710名
4,372名
4,275名

平成27年度
平成26年度
平成25年度

1,149名
1,329名
1,299名

495名
533名
520名

一次健診受診者数
43.1％
40.1％
40.0％

精密検査受診率精密検査対象者数 精密検査受診者数

（表④）特定保健指導実施状況（40歳以上） （表③）特定健康診査受診状況（40歳以上）

平成27年度

健
康
診
断
受
診
状
況
報
告

全
加
入
者
の
受
診
状
況

当
組
合
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
と
め

特
定
健
診・特
定
保
健
指
導
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

未
受
診
者
の
方
へ
ご
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
！

健
診
を
受
け
た
ら
、

　
　
必
ず
結
果
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

見 本

積極的支援

動機付け支援

合　　　計

積極的支援

動機付け支援

合　　　計

積極的支援

動機付け支援

合　　　計

1,003名

655名

1,658名

1,017名

617名

1,634名

972名

621名

1,593名

平成
27年度

平成
26年度

平成
25年度

対象者数

対象者数

受診者数

受診率

対象者数

受診者数

受診率

対象者数

受診者数

受診率

6,894名

6,219名

90.2％

6,890名

6,213名

90.2％

6,675名

5,884名

88.1％

平成
27年度

平成
26年度

平成
25年度

対象者数

3,392名

862名

25.4％

3,475名

865名

24.9％

3,416名

760名

22.2％

被扶養者

10,286名

7,081名

68.8％

10,365名

7,078名

68.3％

10,091名

6,644名

65.8％

合　計

100名

71名

171名

100名

69名

169名

75名

61名

136名

利用者数

10.0％

10.8％

10.3％

9.8％

11.2％

10.3％

7.7％

9.8％

8.5％

利用率

100名

82名

182名

64名

52名

116名

65名

53名

118名

終了者数
（6ヵ月後）
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当
健
康
保
険
組
合
で
は
、
加
入
者
の
健
康
管
理
・
増
進
に

お
役
立
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
種
健
康
診
断
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

被
保
険
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
35
歳
以
上
の
被
扶
養
者

に
は
、「
生
活
習
慣
病
健
診
」
並
び
に
「
人
間
ド
ッ
ク
健
診
」

を
ご
受
診
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、40
歳
以
上
の
加
入
者
を
対
象
に
「
特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
受
診
状
況
は
、
被
保
険
者
１
０
、
６
０
８

名
に
対
し
、
受
診
者
数
は
９
、
９
７
５
名
で
、
受
診
率
は
94
・

０
％
で
、
昨
年
度
に
比
べ
て
０
・
７
％
増
加
し
ま
し
た
。

一
方
被
扶
養
者
（
35
歳
以
上
）
は
、４
、１
６
４
名
に
対
し
、

受
診
者
１
、
０
２
３
名
で
、
受
診
率
は
24
・
６
％
で
し
た
。

こ
ち
ら
も
昨
年
度
と
比
べ
て
１
・
７
％
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

未
受
診
の
方
が
75
％
近
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
が
現
状
で
す
。

（
表
①
参
照
））

各
種
健
康
診
断
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
事
業
所
並
び
に

個
人
宛
に
ご
案
内
を
お
送
り
し
て
い
る
他
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
ま
だ
健
診
を
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
い
ず
れ

か
の
健
診
を
選
択
し
ご
受
診
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
申
込

み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

当
組
合
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平
成
27
年
度
の

一
次
健
診
受
診
者
は
３
、
７
１
０
名
で
、
そ
の
内
の
約
30
％

に
あ
た
る
１
、
１
４
９
名
の
方
が
有
所
見
者
（
要
精
密
検
査

ま
た
は
要
治
療
）
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。（
表
②
参
照
）

さ
ら
に
検
査
結
果
を
分
析
し
ま
す
と
、
当
年
度
に
お
い
て

も
、
生
活
習
慣
病
と
さ
れ
る
血
圧
・
脂
質
（
中
性
脂
肪
・Ｌ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）・
血
糖
の
３
項
目
の
異
常
値
が
圧
倒
的

に
多
く
、
約
70
％
が
こ
の
３
項
目
で
有
所
見
（
要
精
密
ま
た

は
要
治
療
）
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
肝
機
能
に
つ

い
て
も
生
活
習
慣
病
に
起
因
し
た
所
見
が
ほ
と
ん
ど
で
、
こ

れ
を
加
え
る
と
若
干
の
改
善
が
見
ら
れ
る
も
の
の
約
80
％
の

方
が
有
所
見
者
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
血
圧
・
脂
質
・
血
糖
・

肝
機
能
の
項
目
を
重
複
し
て
有
所
見
と
診
断
さ
れ
た
方
が
約

30
％
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
と
言
っ
て
も
、
健
康
診
断
の
結
果

を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
人
が
い
ま
す
。

特
に
生
活
習
慣
病
に
起
因
す
る
血
圧
・
脂
質
・
血
糖
は
、

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
悪
化
し
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
等
を
発
症
し
、
最
悪
の
場

合
死
に
至
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
が
ん
検
診
等
で
は
、
早
期
発
見
し
治
療
を
始
め
る

こ
と
で
、
完
治
率
が
グ
ン
と
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

毎
年
健
康
診
断
を
受
診
し
、
ご
自
身
で
検
査
数
値
の
変
化

な
ど
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。
日
頃
か
ら
生
活
習
慣
の
見
直
し

や
軽
症
の
う
ち
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
な
ど
、
ご
自
身
で

健
康
管
理
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

健
診
結
果
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
や
ご
心
配
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、
積
極
的
に
受
診
さ
れ
た
健
診
機
関
ま
た
は
当
組
合
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度
の
特
定
健
診 （
40
歳
以
上
）
は
、対
象
者
１
０
、

２
８
６
名
の
う
ち
68
・
８
％
に
あ
た
る
７
、
０
８
１
名
の
方

が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。
受
診
率
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
当
組
合
が
掲
げ
た
平
成
27
年
度
の
目
標
（
79
・
０
％
）

に
は
ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。（
表
③
参
照
）

ま
た
、
健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
方
に
は
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
等
に
よ
る
特
定
保

健
指
導
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
は
該
当
者
１
、
６
５
８
名
の
う
ち
10
・
３
％
に

当
た
る
１
７
１
名
の
方
が
特
定
保
健
指
導
を
利
用
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
前
年
度
か
ら
継
続
さ
れ
て
い
る
方
を
含
め
最
終

評
価（
６
ヵ
月
後
）ま
で
終
え
ら
れ
た
方
は
１
８
２
名
で
し
た
。

（
表
④
参
照
）

特
定
保
健
指
導
は
、
ご
自
身
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
食

習
慣
や
運
動
習
慣
を
改
善
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
当
組

合
や
健
診
機
関
か
ら
案
内
が
あ
れ
ば
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

当
組
合
の
被
扶
養
者
の
受
診
率
は
依
然
低
迷
を
続
け
て
お

り
ま
す
。
受
診
率
ア
ッ
プ
に
向
け
て
、
今
年
度
も
ご
自
宅
に

特
定
健
康
診
査
の
ご
案
内
（
受
診
券
）
を
40
歳
以
上
の
対
象

者
宛
に
送
付
し
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
12
月
現
在
、
当
組
合

に
お
い
て
受
診
結
果
が
未
登
録
の
方
に
は
、
受
診
勧
奨
の
は

が
き
（
左
記
見
本
参
照
）
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
お
手
元
に

届
い
た
方
は
、
内
容
等
ご
確
認
の
う
え
ご
受
診
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　

(表①）健康診断受診状況

平成２7年度

平成２6年度

平成２5年度

対象者数
受診者数
受診率
対象者数
受診者数
受診率
対象者数
受診者数
受診率

10,608名
9,975名
94.0％

10,743名
10,026名
93.3％

10,599名
9,767名
92.2％

4,164名
1,023名
24.6％
4,191名
961名
22.9％
4,271名
865名
20.3％

被保険者
14,772名
10,998名
74.5％

14,934名
10,987名
73.6％

14,870名
10,632名
71.5％

合　計被扶養者(35歳以上）

（表②）精密検査受診状況（大阪府建築健康保険組合健康管理センター）

3,710名
4,372名
4,275名

平成27年度
平成26年度
平成25年度

1,149名
1,329名
1,299名

495名
533名
520名

一次健診受診者数
43.1％
40.1％
40.0％

精密検査受診率精密検査対象者数 精密検査受診者数

（表④）特定保健指導実施状況（40歳以上） （表③）特定健康診査受診状況（40歳以上）

平成27年度

健
康
診
断
受
診
状
況
報
告

全
加
入
者
の
受
診
状
況

当
組
合
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
と
め

特
定
健
診・特
定
保
健
指
導
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

未
受
診
者
の
方
へ
ご
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
！

健
診
を
受
け
た
ら
、

　
　
必
ず
結
果
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

見 本

積極的支援

動機付け支援

合　　　計

積極的支援

動機付け支援

合　　　計

積極的支援

動機付け支援

合　　　計

1,003名

655名

1,658名

1,017名

617名

1,634名

972名

621名

1,593名

平成
27年度

平成
26年度

平成
25年度

対象者数

対象者数

受診者数

受診率

対象者数

受診者数

受診率

対象者数

受診者数

受診率

6,894名

6,219名

90.2％

6,890名

6,213名

90.2％

6,675名

5,884名

88.1％

平成
27年度

平成
26年度

平成
25年度

対象者数

3,392名

862名

25.4％

3,475名

865名

24.9％

3,416名

760名

22.2％

被扶養者

10,286名

7,081名

68.8％

10,365名

7,078名

68.3％

10,091名

6,644名

65.8％

合　計

100名

71名

171名

100名

69名

169名

75名

61名

136名

利用者数

10.0％

10.8％

10.3％

9.8％

11.2％

10.3％

7.7％

9.8％

8.5％

利用率

100名

82名

182名

64名

52名

116名

65名

53名

118名

終了者数
（6ヵ月後）
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photo/yuichi itabashi

場
な
ん
だ
し
地
味
で
殺
風

景
、
何
と
な
く
そ
ん
な
先
入

観
を
持
ち
な
が
ら
近
鉄
線
で

奈
良
・
橿
原
へ
。
車
に
乗
り
換
え
、
辺

鄙
な
里
山
を
抜
け
て
山
道
を
揺
ら
れ
て

い
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
山
肌
を
覆
う

一
面
の
棚
田
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
細
く

急
な
カ
ー
ブ
を
曲
が
っ
た
そ
の
時
、
眼

前
に
不
思
議
な
物
体
が
現
れ
る
。
ず
ん

ぐ
り
む
っ
く
り
と
し
た
シ
ル
エ
ッ
ト
は

ど
こ
か
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
よ
う
。

独
特
の
フ
ォ
ル
ム
の
正
体
は
「
ス・

・ス

キ・

」。
奥
飛あ

す
か鳥
と
呼
ば
れ
る
、
こ
の
地

方
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
風
物
詩
で

あ
る
。
天
日
乾
燥
し
た
稲
を
脱
穀
し
、

一
握
り
の
太
さ
に
束
ね
て
竹
や
木
の
棒

を
軸
に
積
み
上
げ
て
作
る
の
だ
が
、
近

所
の
農
家
の
人
に
聞
い
て
み
る
と
「
今

は
皆
コ
ン
バ
イ
ン
で
や
っ
て
し
ま
う
の

で
、
以
前
よ
り
だ
い
ぶ
減
っ
て
し
ま
っ

た
よ
。
う
ち
は
注し

め連
縄
に
使
う
か
ら
」

と
の
こ
と
。
稲
藁
は
売
っ
て
も
一
束
10

円
程
度
ら
し
い
。

棚
田
の
脇
を
流
れ
る
川
を
遡
っ
て
行

く
と
、
稲
藁
を
使
っ
た
こ
れ
ま
た
奇
妙

な
オ
ブ
ジ
ェ
が
現
れ
る
。
川
下
か
ら
疫

病
な
ど
が
集
落
に
入
り
込
ま
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
の
神
事
「
男お

づ
な綱
」
だ
。
男

性
器
を
模
し
た
綱
と
呼
ば
れ
る
造
形
を

飛
鳥
川
に
掛
け
渡
し
て
結
界
の
よ
う
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
。
上
流

に
は
球
状
の
藁
の
塊
が
同
じ
よ
う
に
ぶ

ら
下
が
っ
て
い
て
こ
ち
ら
が
「
女め

綱づ
な

」。
こ
の
２
つ
が
結
界
の
セ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
棚
田
に
は

ジ
ャ
ン
ボ
案か

か

し

山
子
が
設
置
さ
れ
、「
か

か
し
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
る
も
の
も
催
さ

れ
個
性
的
な
案
山
子
が
居
並
ん
で
い
た

り
す
る
。
冬
の
た
ん
ぼ
は
意
外
に
も
賑

わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
山
里
か
ら
田
園
地
帯
に
降
り

れ
ば
そ
こ
は
奈
良
大
和
路
・
橿
原
の

地
。
日
本
史
上
最
初
の
都
だ
っ
た
藤
原

京
の
跡
地
で
あ
り
、
石
舞
台
古
墳
や
日

本
最
古
と
い
わ
れ
る
飛
鳥
寺
な
ど
名め

い
さ
つ刹

や
名
所
旧
跡
の
宝
庫
で
あ
る
。『
万
葉

集
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
、
県
立
万
葉
文
化
館
に
も
ぜ
ひ
足
を

運
び
た
い
。
当
時
の
人
々
の
暮
ら
し
を

再
現
し
た
映
像
、
ジ
オ
ラ
マ
、
音
楽
に

は
迫
力
が
あ
り
一
見
の
価
値
あ
り
。
切

な
い
恋
心
を
詠
ん
だ
万
葉
の
ヒ
ロ
イ

ン
、
額

ぬ
か
た
の
お
お
き
み

田
王
の
逢お

う

瀬せ

の
場
面
で
は
感
情

移
入
し
て
し
ま
う
人
も
い
る
の
で
は
。

そ
し
て
、
冬
の
空
気
に
体
が
冷
え
た

ら
名
物
「
飛
鳥
鍋
」。
牛
乳
ベ
ー
ス
に

地
場
産
の
味
噌
数
種
で
味
付
け
し
た

ス
ー
プ
で
、
鶏
や
ね
ぎ
、
豆
腐
な
ど
を

煮
込
み
、
ま
ろ
や
か
な
味
で
心
も
体
も

温
ま
る
。
冬
の
奈
良
・
橿
原
、
明
日
香

行
き
、
結
構
お
勧
め
で
あ
る
。

冬のイベント、綱掛
け神事。子孫繁栄と
五穀豊穣を祈り、飛
鳥川と道路をまた
いで綱を渡し、川や
道路を伝って疫病な
どが入ってこないよ
うに縄の結界を張
る。下流の稲渕地区
には「男綱」が、上流
の栢

かやのもり

森地区には「女
綱」が掛けられる。

飛鳥寺は日本最初の
本格的寺院。本尊飛
鳥大仏は日本最古の
仏像。鼻が高いのは
ギリシャ文化の影響
を強く受けたからと
いう。向かって右か
ら眺めると怒って見
え、左からだと笑っ
て見える。境内のす
ぐ脇には蘇我入鹿の
首塚が佇む。

農産物などを販売している「あす
か夢の楽市」には、明日香村産の
野菜や果物が豊富。飛鳥鍋は牛乳
ベースのだしで鶏肉を煮込んだ飛
鳥地方の郷土鍋。約1300年前、
唐からの使者が乳製品を都に伝
え、天皇をはじめ宮中で珍重され
たのが起源と言われている。

出
現
す
る
、ス
ス
キ
!?

冬
の
枯
れ
田
ん
ぼ
に

冬

酒船石は、石の表面に溝が掘られ奇妙な模様に見え
る。酒造りに使用したという言い伝えからこの名が
付いた。水に関係する施設と考えられているが、ナ
スカの地上絵みたいで想像力を掻き立てられる。

各種の石造物の本命ともいえる、石
舞台古墳。30数個の岩の総重量は
約2300t。蘇我氏の栄華を築いた馬
子の墓との説が有力とされる。

橿原には巨石、奇岩が点在する。花崗岩の巨大な自
然石に彫刻が施された亀石は、以前は東向きで、現
在は南西向き。西の方を向いたとき、大和一円は泥
の海に化すという伝説がある。
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【
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か
日
香
村
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。
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。
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れ
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落
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入
り
込
ま
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
の
神
事
「
男お

づ
な綱
」
だ
。
男

性
器
を
模
し
た
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呼
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れ
る
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鳥
川
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し
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結
界
の
よ
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割
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い
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上
流
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。
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か
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し
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ン
テ
ス
ト
」
な
る
も
の
も
催
さ

れ
個
性
的
な
案
山
子
が
居
並
ん
で
い
た

り
す
る
。
冬
の
た
ん
ぼ
は
意
外
に
も
賑

わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
山
里
か
ら
田
園
地
帯
に
降
り

れ
ば
そ
こ
は
奈
良
大
和
路
・
橿
原
の

地
。
日
本
史
上
最
初
の
都
だ
っ
た
藤
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京
の
跡
地
で
あ
り
、
石
舞
台
古
墳
や
日

本
最
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と
い
わ
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。
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葉
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た
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王
の
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う

瀬せ

の
場
面
で
は
感
情

移
入
し
て
し
ま
う
人
も
い
る
の
で
は
。

そ
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て
、
冬
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」。
牛
乳
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地
場
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味
噌
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で
味
付
け
し
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ー
プ
で
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鶏
や
ね
ぎ
、
豆
腐
な
ど
を

煮
込
み
、
ま
ろ
や
か
な
味
で
心
も
体
も

温
ま
る
。
冬
の
奈
良
・
橿
原
、
明
日
香

行
き
、
結
構
お
勧
め
で
あ
る
。

冬のイベント、綱掛
け神事。子孫繁栄と
五穀豊穣を祈り、飛
鳥川と道路をまた
いで綱を渡し、川や
道路を伝って疫病な
どが入ってこないよ
うに縄の結界を張
る。下流の稲渕地区
には「男綱」が、上流
の栢

かやのもり

森地区には「女
綱」が掛けられる。

飛鳥寺は日本最初の
本格的寺院。本尊飛
鳥大仏は日本最古の
仏像。鼻が高いのは
ギリシャ文化の影響
を強く受けたからと
いう。向かって右か
ら眺めると怒って見
え、左からだと笑っ
て見える。境内のす
ぐ脇には蘇我入鹿の
首塚が佇む。

農産物などを販売している「あす
か夢の楽市」には、明日香村産の
野菜や果物が豊富。飛鳥鍋は牛乳
ベースのだしで鶏肉を煮込んだ飛
鳥地方の郷土鍋。約1300年前、
唐からの使者が乳製品を都に伝
え、天皇をはじめ宮中で珍重され
たのが起源と言われている。

出
現
す
る
、ス
ス
キ
!?

冬
の
枯
れ
田
ん
ぼ
に

冬

酒船石は、石の表面に溝が掘られ奇妙な模様に見え
る。酒造りに使用したという言い伝えからこの名が
付いた。水に関係する施設と考えられているが、ナ
スカの地上絵みたいで想像力を掻き立てられる。

各種の石造物の本命ともいえる、石
舞台古墳。30数個の岩の総重量は
約2300t。蘇我氏の栄華を築いた馬
子の墓との説が有力とされる。

橿原には巨石、奇岩が点在する。花崗岩の巨大な自
然石に彫刻が施された亀石は、以前は東向きで、現
在は南西向き。西の方を向いたとき、大和一円は泥
の海に化すという伝説がある。
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☀手元にいつも
　上着を一枚

☀おふろに
　ゆっくりと入る

☀腹巻きやサポーターなども活用

☀ごろごろせずに
　適度に運動

接骨院・整骨院では

などには健康保険は使えません

　冬場は寒さによる冷えで肩こり、腰痛、神経痛の症状が増える季節です。つら
い痛みをなんとかしたくて接骨院等を利用したい人もいらっしゃるかもしれませ
ん。しかし、接骨院等で健康保険が使えるのは、けが（外傷）によるものだけ。健
康保険が使えないと全額自己負担となりますので、十分に注意しましょう。

健康保険が使えます
●急性の外傷性のけがによる打撲・捻
挫・挫傷（肉離れなど）

※出血を伴う外傷は除く

●骨折・不全骨折（ひび）・脱臼
※応急手当てを除き、施術には医師の診
察と同意が必要

健康保険は使えません
●日常生活における単純な疲労や肩こり、腰痛、
　体調不良等
●スポーツ等による筋肉痛や肉体疲労改善の
　ための施術
●病気（神経痛、リウマチ、五十肩、関節炎、
　ヘルニアなど）からくる痛み、こり
●慰安目的のあんま、マッサージ代わりの利用
●症状の改善の見られない長期の治療　など

全
額
自
己
負
担
！

冷えによる痛みを
やわらげるには、
体を冷やさないこと

　寒くなると腰痛や肩こり、関節痛が増えるのは、温度が低くなるために
血の巡りが悪くなり、筋肉がこわばってしまうことが原因のひとつだといわ
れています。こわばった筋肉で関節にふだんより大きな負荷がかかってしま
うのです。このため、冬場に起こりやすい関節の痛みを防ぐには、なるべ
く体を冷やさないようにすることがポイントです。

やっ
てみ
よう！

☀部屋を暖房で
　暖かく

肩こり 腰 痛 神経痛

⃝平成28年10月１日以降の施術分から、柔道整復師、
あん摩・マッサージ・指圧師およびはり師、きゅう師
の施術料が引き上げになりました。

治療内容について
お尋ねすることが
あります

電話または文書で負傷原因、治療年月日、治療内容などを照会させて
いただくことがあります。受診の記録や領収証を保管し、照会があり
ましたらご自身でご回答されるようお願いいたします。
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インフルエンザ予防接種一部補助のご案内
当組合ではインフルエンザ予防接種を受けられた方に対して一部補助を実施いたしております。
■対 象 者：当組合の被保険者・被扶養者（市町村の助成等、他方から補助を受けた場合は対象外）
■実施期間：平成28年10月1日～平成29年1月31日
■補 助 額：一人につき1,500円（年度1回、費用が1,500円以下の場合は実費を補助）
■請求方法：下記①～③の書類をなるべく事業所一括で提出してください。

　　　　①インフルエンザ予防接種補助金請求書
　　　　②インフルエンザ予防接種者名簿（番号・氏名・実施日・委任印）
　　　　③領収書の写し（接種者の氏名がわかるもの）

■請求期限：平成29年2月28日
※詳細につきましては、当組合ホームページまたは事業部までお問い合わせください。

医療費にも家計にもやさしい
ジェネリック医薬品

　当組合ではジェネリック医薬品使用に伴う自己負担額の軽減にかかる内容の周知（差額通知）を
一定の条件下で実施し、医療費の節約に繋がる情報の提供に努めております。平成28年6月末に実施
いたしました差額通知の転換状況や削減効果をお知らせいたします。

1 通知者の出現および後発医薬品への転換状況

❖平成28年6月末に通知した人（1,211人）のうち993人（82.0％）が出現しました（平成28年7月～
　平成28年9月の3カ月）。

❖それら出現者のうち、一つ以上の薬剤で先発医薬品から後発医薬品への転換がみられたのは
　187人（出現者の18.8％）でした。

2 通知対象者の後発医薬品転換による薬剤費削減効果
❖今回、後発医薬品への転換が確認できた187人の3ヵ月間の対象後発医薬品薬剤費は
　約83万円でした。仮にそれら後発医薬品が先発医薬品だった場合、その薬剤費は約176万円と
　推定されます。

❖従って、今回の通知による後発医薬品転換によって、3カ月間で約93万円の薬剤費削減効果が
　あったといえます。

ジェネリック医薬品 利用促進に
ご協力お願いします！

　今回の通知により、通知者の約2割の方がジェネリック医薬品への転換がみられ、3ヵ月間での薬剤費削減効果額が
約93万円で、単純計算すると1年間で約372万円となります。
　ジェネリック医薬品の使用割合についても、ここ数年間で大きく増加してまいりました。
　このように、ジェネリック医薬品に変更していただければ、みなさまの家計にやさしいだけではなく、健康保険組合の
医療費削減にも役立ちます。みなさまのご協力をお願いいたします。
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